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１． 目的 

 本研究の目的は、地方の小規模市民マラソン

である龍馬脱藩マラソンに着目し、知覚価値と

再訪意図の関連性を明らかにすることである。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者：第 8 回龍馬脱藩マラソンランナー

の完走者 1326 名。 

２） 調査方法：龍馬脱藩マラソンのゴール地点

において、完走したランナーに質問紙を

180 票配布し、その場で回答を求めて回収

する自己記入方式とした。有効回収 178 票

(有効回収率 98.8％)であった。 

３） 分析方法：独立変数を「知覚価値」、従属

変数を「再訪意図」とし重回帰分析を行っ

た。 

 

３． 結果と考察 

１） 知覚価値と再訪意図の関連性 

知覚価値は再訪意図に影響を及ぼし、そのう

ち「評判」「金銭評価」は統計的に有意な影響

力が認められた。さらに、「評判」は「金銭評

価」と比較してより強い影響力を示したことか

ら再訪意図を高めるために、広報活動に注力す

るなど評判を高める工夫をすることが重要だ

と考えられる(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「評判」「金銭評価」と再訪意図 

２） 龍馬脱藩マラソン総参加回数と知覚価    

値について 

「利便性」において「ライトリピーター」と

「ヘビーリピーター」で関連性が認められた。

ライトリピーターよりヘビーリピーターのほ

うが利便性を高く評価する結果となった。この

ことから、ヘビーリピーターを増やすためには、

ランナーの利便性を高くする必要があること

が示唆された。 

３） 市民マラソン大会参加回数と再訪意図に

ついて 

市民マラソン大会参加回数「13 回以下」より

「14 回以上」のほうが再訪意図は高いことが明

らかになった。市民マラソン大会参加数の多い

熟練のランナーが練習の場として、龍馬脱藩マ

ラソンに参加しているということが考えられ

る。 

４） 性別と訪問形態、参加形態について 

1 人での梼原への訪問、レースへの参加は「女

性」よりも「男性」が多く、複数での梼原への

訪問、レースへの参加は「男性」よりも「女性」

が多いことが明らかになった。 

 

４． 結論 

本研究から、市民マラソン大会ではランナー

の知覚価値、特に「評判」を高めることで、再

訪意図が高まる可能性が示唆された。 
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